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することができる身近な海でもあった。生徒の
好きなディズニーランドが最奥部にある海でも
ある。そのことも伝えながら東京湾の地形（中
洲や干潟，湾口の狭さ）・水深・季節による潮
流の変化・漁業・海洋汚染（工業廃水・家庭排
水・下水処理水・赤潮・青潮などについててい
ねいに説明を加えながら授業を進める。三番瀬
のバードサンクチュアリの話や盤洲の潮干狩り
の話，東京湾の穴子の話などをして東京湾に親
しんだ。
○　首都圏の水―その将来を考える（高橋裕
編・東京大学出版会）
○　東京湾の地形・地質と水 　東京湾シリー
ズ （貝塚爽平編・築地書館）
○　東京湾の汚染と災害　東京湾シリーズ　河
村武編・築地書館）
○　誰も知らない東京湾―江戸前の海と魚はい
ま（一柳　洋・農文協）
○　東京湾で魚を追う（大野一敏・大野敏夫著・
加藤雅毅編・草思社）
○　横浜市下水道局（現環境創造局）発行資料
???????????????????????
　最後にたどり着くのが，学校に隣接する鉄・
紙・ドラム缶などの産業廃棄物処理関係の中小
企業群，学校から５分程度の距離にある米軍貯
油施設を含む巨大な石油タンク群・ガス工場，
そして学校から見える火力発電所・製鉄所など
の林立する煙突群の解明である。関連して，電
力・ガスなどのエネルギー問題や大気汚染に関
係する交通体系についての学習も行う。
　はじめに京浜工業地帯の成り立ちから学習し
た。４月に行なった埋め立ての歴史とも重なる
が，工業地帯をつなぐように走る鶴見線が大正
末年に創業されたことからも分かるように，京
浜工業地帯は大正から昭和前期の埋め立て地に
形作られた。江戸期の埋め立てとは異なり，浚
渫船方式による埋め立てであること，大型船運
航のために遠浅の海を掘り下げ運河を作ったこ
とから，海の浄化力が低下し海洋汚染もはじ
まったことを指摘した。
　石油とガスの授業では，石油精製の仕組み，
石炭ガスの製造法，石炭ガスから天然ガスへの
転換，東京圏を囲むようにつながる東京ガスの
ガスパイプラインなどについて学んだ。私の高
校の同級生が東京ガスに勤めており，生徒とと
もにインタビューにも行った。普通の大人が知
らないことを知る喜びを生徒と分かち合った。
　電力の授業でも，東京電力横浜第２火力発電
所を訪れ最新式のコンバインドサイクル発電に
ついて学んだり，東京電力の発送電システムに
ついても学習した。電力需要では，東京都23
区がどれほど多くの電力を消費しているか，都
市部住民がどれほど多くの電力を消費している
か，そのために，首都圏以外の福島・新潟・長
野など遠隔地での火力・原子力・水力の大発電
所から山地を貫く大鉄塔群によってどれほどの
電力が首都圏に送られているか，発電と送電が
どれほど自然に負担をかけているかを考えた。
コージェネレーションなど熱効率の高い小型発
電所や，小規模水力発電，太陽光発電，地熱発
電，風力発電など再生可能エネルギーの可能性
についても学習した。
　工業化は都市化を進め交通量を増大させ公害
を発生させる。学校は，川崎鶴見産業道路と京
浜工業地帯の間にあり，教室には空気清浄機が
設置してあるほど大気汚染がひどかった。環境
省・神奈川県・横浜市の大気汚染測定資料や計
画から大気汚染状況の変化や対策についても学
び，都市部での公共交通の在り方や未来の自動
車のあり方についてもふれた。
　学力下位校での授業実践は，このように生徒
の身近なものことから，少しずつ広い問題に広
げ，最後は環境問題について考える授業となっ
た。
○　東京電力三十年史（東京電力社史編集委員
会編） 
○　東京ガス百年史（東京ガス株式会社編） 
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　２校での全くタイプの異なる授業実践を報告
してきたが，私は専門外科目として行なう地理
の授業が好きである。自分の知らないことや知
りたいことを存分に調べる絶好の機会であり，
調べたことが専門の世界史の授業に間違いなく
よい形で跳ね返ってくるからだ。
　また，地理の授業は，世界史や日本史のよう
に，良くも悪くも体系性がない。様々なトピッ
クや課題のどこを取り上げても，地理的な手
法・見方・考え方（どこに，どのように，なぜ）
から分析し総合すれば地理の授業といえるので
ある。そして，その学習内容が生活的にであれ
学問的にであれ生徒に必要な知識として受け入
れられれば，生徒にとって意味のある授業とい
うことができる。目の前に座っている生徒の生
活にとって生徒の将来にとって何が意味を持つ
のか，生徒とともに話し合いながら授業の中身
を決めていく，自由で楽しみのある授業が地理
の授業では味わえる。
　ただし，地理の授業には，今のこの場所のこ
とがすぐに分かるような便利な文献は存在しな
い。地理の授業で扱う問題や課題は，過去のこ
とがらではなく今現在のことがらである。文献
化されるのは，データが整い分析され総合され
たあとだから，研究書になるのには少なくとも
数年かかる。県や市作成の資料は，１年前の
データを伝えてくれるが，それをどう料理する
かは教師にかかっている。最近のようにコン
ピュータ環境が整ってくるとその日その日の生
データをつかむこともできるが，やはり教師が
料理するしかない。このように，地理は教師に
分析と総合という作業を求めるという点で，教
師にとって厳しい科目でもある。
　こうした厳しさ・難しさはありつつも，地理
の授業は面白い。教師である自分自身がよく分
かっていないということを生徒に伝え，それを
生徒が承知した上で授業ができる。生徒ととも
に学問をする感じなのだ。
　本稿の学力下位校での授業は，教科書に準拠
しておらず，世界地理の部分も抜けている，地
理の基本を教えない授業だとの批判を受けるか
もしれない。だが，教科書の語句を暗記するだ
けで試験終了とともに覚えた知識を全て忘れて
しまうというような授業だけにはしたくないと
思い，生徒の生活にとって少しでも意味があ
り，生徒が自分たちの生活とつなげながら授業
にも参加できる可能性を追求して作りあげたの
が，この授業であった。
　授業とは，何か，生徒にとってどのような意
味を持つのか，教師にとってどのような意味を
持つのか，学校教育への公的な締め付けが強め
られようという今，再び問い返したい考えるべ
き課題だと思う。
